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電子格子系及び
調和型トラップ中の粒子数不均衡フェルミオン系のDMRG
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電子がフォノンと相互作用する格子系や、冷却原子気体系者対象に、フェルミオンのペア凝縮

の可詮性について研究した。密度行列操り込み群 (DMRG)を用いてフェルミオンのぺアキ目器開数

を計算することで、超伝導相関が支配的な梧関となるかや、ベアの空態的な援舞が諒べられるむ

まず、電子間および、電子・フォノン相互作用が共存する代表的な模型である、 Hubbard-Holstein 

模型において、 1次元ハーフフィルドでの相留を求めた研究 [1]を紹介する。電子のバンド轄に比

べてフォノンのエネルギーが小さく、かつ再相互作男が強いとき、 DMRGの無限系アルゴリズム

による初期化に困難が生じる。ターゲットとする状態の選択や、サイトの並べ方を工夫すること

で、この困難を解決した問。これらの方法は抱の系にも応用できると期待している。

2つの超徴細準位間に粒子数不均衡のあるフェルミオン原子気体の超涜動 [3]については、議

縮体が形成されるインバランスの範囲や、トラップと原子集団の形状の関係などについて議論が

続いている。京子の光学トラップの形状誌幅広く調節でき、 13史元的なトラップも可龍である。

議半で、は、連続空間中の 1次元調和振動子ポテンシャルの場合について、運動量の和が0で主い

Larkin-Ovchinnikov的な凝縮状態に対応する、ペア桓関の周期的な符号変化を示した研究 [4]を

紹介する。有限の長さのトラップ老離散イヒし、格子系のイ丘密農語恕として DMRGにより援った。

ペアの凝縮に関誌する、 2体の密度行事jも計算し、国害額分布のインバランス依存性を求めた。
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